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　自動車部門は連結売上高の48%を占め、当社にとって最大の事業分野です。車両部
門では、トヨタ自動車（株）の委託により、ヴィッツ、RAV4、マークXジオを生産して
います。エンジン部門では、次世代クリーンディーゼルエンジンや、産業車両用エン
ジンの開発・生産に加え、トヨタ自動車からの受託エンジンの生産も行っています。世
界トップシェアのカーエアコン用コンプレッサー部門では、自社開発による固定容量
型、可変容量型コンプレッサーなどを生産しています。この他、エンジン用の鋳造部
品、自動車用エレクトロニクス部品などを生産しています。
　当期の自動車部門の売上高は9,692億円、営業利益は415億円となりました。

　産業車両部門では、フォークリフト、ウェアハウス用機器、ショベルローダー、トー
イングトラクターなどの産業車両や、高所作業車、自動倉庫、無人搬送車などの開発・
生産・販売・サービスを行っています。世界トップシェアのフォークリフトは、トヨタ、
BT、レイモンドなどのブランドで販売されています。
　当期の産業車両部門の売上高は7,831億円、営業利益は398億円となりました。

　物流部門では、トラックによる貨物輸送や倉庫業務のほか、お客様の物流コスト低
減を目的に、物流関連業務全般を一括して請け負う物流ソリューション事業を展開し
ています。 J-SOX法への対応など、現代社会の要請に応え、お客様の総合的な物流最
適化に貢献することで、順調に業績を伸ばしています。 

　当期の物流部門の売上高は1,175億円、営業利益は42億円となりました。

　その他部門には、半導体パッケージ基板を生産するためにイビデン㈱と合弁で設立
した㈱ティーアイビーシーなどが含まれています。
　当期のその他部門の売上高は642億円、営業利益は67億円となりました。

　繊維機械部門は紡機と織機を生産・販売しています。紡機は高速リング精紡機、粗紡
機など、織機はよこ糸を空気の力で運ぶエアジェット織機などを生産・販売しています。
　当期の繊維機械部門の売上高は662億円、営業利益は42億円となりました。

自動車

産業車両

物流

その他

繊維機械

● フォークリフト
● ウェアハウス用機器
● 高所作業車
● 自動倉庫
● 無人搬送車

● 陸上輸送サービス
● 物流企画
● 物流センター運営
● 集配金・売上金管理
● 情報保管管理・集配サービス

● 半導体パッケージ基板
● 生産設備

● 高速リング精紡機
● 粗紡機
● エアジェット織機

主要な商品

主要な商品

主要なサービス

主要な商品

主要な商品

事業活動の概況

● 車両
● ディーゼルエンジン
● ガソリンエンジン
● カーエアコン用コンプレッサー
● 自動車用エレクトロニクス部品
● 鋳造品
● プレス金型



注：各部門の売上高はセグメント間取引を含んでいない数値を掲載しています。一方、各部門の営業利益は、セグメント間取引を含んだ数値となっています。
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リーチタイプ
フォークリフト

GENEO
カウンタータイプ
フォークリフト

RAV4

7SEU17
コンプレッサー

VD型 
ディーゼルエンジン DC-DCコンバーター

デジタル機器用
パッケージ基板

パソコンMPU用パッケージ基板
（FCタイプ）

JAT710 
エアジェット織機

RX240シリーズ
高速リング精紡機

集配金・売上金管理 陸上運送サービス 情報保管管理・
集配サービス

SB12A
高所作業車
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過去最高の販売台数を記録
　2007年度の産業車両事業の売上高は7,831億円となり、前年
度を159億円上回りました。前年度にはBTインダストリーズグ
ループが12月から3月へ決算期を変更したため、15ヶ月分の決
算が含まれており、この決算期変更の影響を除いた実質ベース
では、売上高は前年度を806億円上回っています。主力である
フォークリフトの販売は、米国市場で景気減速の影響を受けて
減少を余儀なくされましたが、欧州やアジア・オセアニアなどの
好調な市場がカバーし、全世界合計での販売台数は過去最高を
記録しました。高所作業車のアイチコーポレーションも、日本
国内の主要販売先である電力業界などでの需要増加を背景に、
業績は堅調に推移しました。

TMHG
　トヨタL&FカンパニーとBTインダストリーズ グループは、
2000年にパートナーとなって以来、お互いの強みを活かしつ
つ、商品相互供給、販売・生産ノウハウの共有、人材交流、部
品の共同調達などのシナジー効果を追求してきました。そして
2006年4月、本格的な経営統合によりシナジーを極大化する機
が熟したと判断し、新たな組織「トヨタ マテリアル ハンドリン
グ グループ（TMHG）」で本格的に活動を開始しました。
　現在、世界の産業車両市場における「圧倒的No. 1」の実現を
めざした取り組みを進めており、一つひとつ着実な成果が現れ
始めています。これまでのTMHGのシナジーとして、共同開発
（欧州向け3輪バッテリー式フォークリフトなど）、キーコンポー

品質、研究開発、商品企画、工場オペレーション、情報システム /情報技術、人材開発、財務

TMHJ

TMHG

（世界戦略、最適資源配分、世界統括管理）マネジメントコミッティ

サブコミッティ

TMHNA
トヨタ マテリアル ハンドリング

 ノースアメリカ

TMHJ
トヨタ マテリアル ハンドリング

ジャパン

TMHE
トヨタ マテリアル ハンドリング

ヨーロッパ

TMHI
トヨタ マテリアル ハンドリング

インターナショナル

TMHCN
トヨタ マテリアル ハンドリング

チャイナ

注：TMHGは、世界市場を「日本」「北米」「欧州」「インターナショナル」「中国」の5地域に分け、各地域に意思決定機関としてのボードを置いて管理・運営を行っています。
そして、TMHG全体の戦略立案と管理の統括は、TMHGのトップマネジメント、各地域組織の代表者などから成るマネジメントコミッティが行っています。また、「品質」
「研究開発」「商品企画」「工場オペレーション」「情報システム /情報技術」「人材開発」「財務」などの主要機能は、各地域別組織の機能部門の代表で構成されるサブコミッ
ティを設け、地域間で連携することで、各地域で、また全世界的に培ってきた貴重な経験やノウハウを共有しています。

　豊田自動織機の産業車両事業は、フォークリフトをはじめとする産業車両や、「搬送」

「保管」「仕分け」にかかわる物流機器・システムの開発・生産・販売・サービスを行ってい

ます。

　お客様が抱える物流課題に対し、技術力と物流ノウハウで最適なソリューションをワ

ンストップで提供しています。

　フォークリフトをはじめとした産業車両のリーディングカンパニーとして、トヨタ、

BT、レイモンドなどのブランドで世界中のお客様へ販売を行っており、高所作業車につ

いても、国内トップシェアのアイチのブランドでお届けしています。

世界のリーディングメーカーとして、お客様に
最適なソリューションを提供

トヨタ マテリアル ハンドリング グループ組織図

産業車両

事業活動の概況
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日本市場
　2007年（暦年）の日本のフォークリフト市場は、前年を若干下
回る水準で推移しました。
　トヨタ マテリアル ハンドリング ジャパン（TMHJ）では、お
客様に商品をより満足してお使いいただくため、積極的な販売・
サービス活動を進めてきました。この結果、2007年度の販売台
数は、前年度並みの39千台となり、日本国内の市場シェアは、
42年連続でのNo. 1を記録することができました。
　2007年11月には、3.5～ 5トン積エンジン式フォークリフ
トGENEO-PRO、5～ 8トン積エ
ンジン式フォークリフトG300を
マイナーチェンジし、商品力を
これまで以上に強化しました。
GENEO-PRO、G300はとも
に電子制御エンジンと三元
触媒マフラーを標準装備し、
排出ガスのクリーン化、低
燃費、高出力を実現してい
ます（国内特殊自動車排出ガ
ス2007年規制に適合）。ま
た、G300には新型コモン
レール式ディーゼルエンジ
ンを搭載した高出力車を新
たに設定し、船内荷役など
強力なパワーを求められる
お客様のニーズに応えてい
ます。
　物流システム機器で
は、新型ユニット式パ
レット用自動倉庫ラッ
クソーター P（1トン系
（2007年5月）、1.5トン系・2トン系（2007年10月））を発売し、
商品力を強化しました。この新型ラックソーター Pは、予防保
全による安定稼動の確保という観点から消耗部品交換時期を自
動的にお知らせする機能を装備し、また、万が一の故障の際に
も、早期復旧を支援する異常復旧ガイダンス表示機能も搭載し

ています。
　今後もフォークリフト、ウェアハウス用機器、自動倉庫、無
人搬送車、高所作業車など、豊富な商品ラインナップとノウハ
ウを組み合わせ、お客様に最適な物流ソリューションを提供し
ていきます。

北米市場
　2007年の北米市場は、サブプライムローン問題の影響などに
よる景気の後退に伴い、販売台数は約5%減少しました。
　トヨタ マテリアル ハンドリング ノースアメリカ（TMHNA）
は、「トヨタブランド」と「レイモンドブランド」の2ブランド2

チャネルでフォークリフトの事業を展開しています。トヨタブ
ランドはカウンタータイプのエンジン式・バッテリー式座席型
フォークリフトを強みとしており、幅広い商品群を取り揃えて
います。一方、レイモンドブランドは倉庫業務や配送業務向け
のバッテリー式フォークリフトに力を入れており、広範な商品
ラインナップを誇ります。トヨタ、レイモンドともに従来から
強いブランド力・販売力を誇っており、それぞれの強みを最大
限に活かして販売・サービス活動を推進しています。
　トヨタブランドは、2007年も北米においてNo.1の販売実績
を上げ、6年連続北米No.1のフォークリフトサプライヤーとな
りました。商品ラインナップやサービスは、品質・耐久性・信
頼性などの点において、引き続き業界の専門家から高い評価を
受けています。その一例として、リード・リサーチ・グループの
「Modern Materials Handling」誌では、トヨタフォークリフトが
品質と総合的価値の部門で4年連続No.1となり、また、トヨタ
ブランドの新型エンジン式フォークリフト（北米では8シリーズ
として販売）は「Plant Engineering」誌の年間最優秀商品ランキン
グにおいて銀メダルを受賞しています。今後も、これらを励み
に、お客様の満足度向上に継続的に取り組んでいきます。
　レイモンドブランドでは、2007年度、多くの新商品を発表し
ました。そのひとつである4100/4200シリーズカウンタータイ
プ立席フォークリフトは、倉庫内作業や高い生産性を求められ
る現場用に設計されています。また、同時期に発売された4400

シリーズバッテリー式座席型3輪フォークリフトは、埠頭での
重作業やラックシステムの高速運搬、オーダーピッキングした

ネントの開発、トヨタ生産方式（TPS）のグループ全体への横展
開による生産体質強化、地域ごとの販売体制の再編、さらには
システムの共通化による開発の効率向上など、その成果は着実
に拡大しています。
　トヨタブランドは、カウンタータイプフォークリフトの分野
で日本はもちろんのこと、全世界で確固たるポジションを築い
ています。一方、BTブランドは欧州で強いブランド力を有して
おり、レイモンドは北米で強みを持っています。TMHGは、ト
ヨタ、BT、レイモンドなど、それぞれの持つ強力なブランド力
を活かせるよう、地域ごとに最適なブランド、販売チャネル体

制を固めて事業展開を進めていきます。
　こうした取り組みにより、今後さらなるグローバルシェアの
向上を果たし、一層の収益向上をはかっていきます。

2007年度地域別事業の状況

G300

GENEO-PRO
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品物の移送に最適なモデルです。このうち、4200シリーズフォー
クリフトは「Plant Engineering」誌から2007年のプロダクト
オブザイヤーとして表彰されています。これは業界において、
最も優れていると評価された商品に対して贈られる権威ある賞
です。
　さらに、2007年12月には、新型のハンドパレット102XM、
8300シリーズウォーキーパレット、8400シリーズエンドライ
ダー・パレットトラックを発売しました。これらは耐腐食性を
持つよう設計され、業界で最も商品レンジの広いハンドパレッ
トです。
　TMHNAは、環境保護や社会貢献の活動にも積極的に取り組ん
でいます。2007年の年初から、トヨタブランドの新型8シリー
ズを生産開始して以来、丸一年を迎えました。TMHNAでは8シ
リーズの環境性能の高さを象徴する取り組みとして、アーバー・
デイ財団とのパートナーシップにより、北米の森林再生活動の
支援として、この新商品を1台売り上げるたびに、木を1本植え
る活動を行っています。その結果、2008年初めに20,000本の
植樹を行うことができました。また、2007年11月にカリフォ
ルニア州で発生した大規模な山火事の被災者復興支援の一環と
して、フォークリフトとハンドパレットを13台、さらに55,000

ドルをアメリカ赤十字社に寄付しました。こうした環境保護や
社会貢献の取り組みにも、今後ますます力を注いでいきます。
　一方、2007年度の終わりに、レイモンドは水素燃料電池技術
の3ヶ年R&Dプログラムを開始しました。レイモンドのグリー
ン工場は「l iving lab」として、屋内タイプの高速水素補給システ
ムを含め、実際の現場における水素燃料電池フォークリフトの
使用について研究しています。燃料電池についてこのような取
り組みを開始したのは、北米ではレイモンドが初めてです。
　また、TMHNAでは、ニューヨーク州グリーン、アイオワ州マ
スカティン、インディアナ州コロンバス、オンタリオ州ブラント
フォードの各生産拠点でTPSの導入を進め、生産拠点を継続的
に改善してきました。この活動により、これまで以上に品質と信
頼性の面でトヨタブランドおよびレイモンドブランドの評価を
一層高めることができたと考えています。

欧州市場
　2007年の欧州のフォークリフト市場は、中東欧の持続的な高
成長にリードされ、前年に引き続き拡大しました。こうした中、
トヨタ マテリアル ハンドリング ヨーロッパ（TMHE）では、前
年度を上回る72千台の販売を記録することができました。
　TMHEでは、欧州の多くの地域において、トヨタブランドと
BTブランドの販売網の統合を進めています。販売網統合の結
果、より高度なサービスの提供と付加価値のある提案を展開で
きるようになり、また、今まで以上に幅広い商品ラインナップ
をワンストップでお客様に提供できるようになりました。
　複数の国にまたがって事業を展開しているお客様には、現地
の販売店スタッフとTMHEの専任チームが連携し、これまで以
上に高度なサービスを提供するように努めています。こうした
連携は、TMHEが活動している30ヶ国以上の国々で実施されて
います。

　商品においては、2007年9月に新型トヨタTonero（1.5トン
～ 3.5トン積エンジン式カウンタータイプフォークリフト）を
発売するなど、商品力の強化を進めています。この新型フォー
クリフトは、安全性、生産性、耐久性、快適性、環境など欧州
のお客様のニーズに的確に応えています。また、オプションの
Tonero+Formulaは、お客様の特殊な作業環境における安全性、
生産性、快適性、耐久性の向上を実現しています。この新型ト
ヨタToneroは、99％がリサイクル可能な点や、欧州の厳しい新
排ガス規制をクリアしたことなどで高い評価を獲得し、フラン
スで開催されたEuropack07において「環境考慮型デザイン賞」
を受賞しました。

TMHE では、全欧で4,800人以上の高度に訓練されたサービス技術者が活躍
しています。

Tonero

　さらに、TMHEでは、数々のウェアハウス用機器も新たに
投入しています。新型BT Opus OME100N および BT Opus 

OME100NWオーダーピッカーは、安全で人間工学的に自由度
の高いピッキング作業を可能にし、マイナーチェンジしたBT 

Reflex-M リーチタイプフォークリフトやBT Veflex ベリーナ
ローアイル（VNA）シリーズは、作業生産性の向上を実現してい
ます。また、新たに発売開始したBT Lifter Silentハンドパレット
は、従来より30％静粛性を高めて、夜間のオペレーションでの
騒音規制に対応しています。
　こうした結果、TMHEはトヨタ、BT、チェサブブランドの合
計販売台数で過去最高を更新しました。
　今後もこれまで以上にお客様に密着した革新的なサービスと
ソリューションを提供し、持続的な成長を遂げていきます。

産業車両
事業活動の概況



17豊田自動織機レポート 2008

インターナショナル・中国市場
　インターナショナル市場には、アジア（中国除く）、中東、オ
セアニア、中南米、アフリカなどが含まれます。著しい経済発
展によりフォークリフトの需要が引き続き高い水準で推移して
いる地域です。こうした地域において、トヨタ マテリアル ハ
ンドリング インターナショナル（TMHI）は、販売網やサービス
網の拡充と強化に取り組み、より幅広い商品ラインナップで
フォークリフトやウェアハウス用機器の提供に注力しました。
　インドでは、販売・サービス地域を広げるため、新たな支店
をインド国内に開設しました。飛躍的な経済発展により、イン
ド市場の重要性はますます高まると考えています。
　ブラジルにおいても、事業の強化をはかり、物流のあらゆる
側面でお客様をサポートできるよう、トヨタ、BTブランドの販
売ネットワークの統合に取り組んでいます。
　中国では、高まる需要に対応し、販売代理店網を立ち上げま
した。豊田産業車輌（上海）有限公司が、拡大する販売代理店網

日本市場
　2008年の日本のフォークリフト市場は、弱含みの日本経済を
背景に、緩やかな伸びにとどまると見込んでいます。
　こうした中、メーカー間の競争は一層激化する事が予想され、
TMHJとしては商品力をこれまで以上に強化していく計画です。
キーコンポーネント（エンジン、モーター、油圧バルブ等）の開
発にさらに注力し、他社商品との差別化をはかるとともに、日
本で開発したキーコンポーネントを全世界の拠点で共通化し、
コスト削減にも積極的に取り組んでいきます。
　2008年4月には、バッテリー式フォークリフトGENEO-Bを
マイナーチェンジし、発売を開始しました。今回のマイナーチェ
ンジでは、後進時の安定した運転姿勢と後方視野を確保するリ
アピラーアシストグリップ（ホーン付き）を新たに標準装備する
など、安全面での一層の充実をはかっています。今後も、バッ
テリー市場への取り組みをますます強化し、お客様のニーズに
マッチした提案型営業、ソリューション営業を積極的に進めて
いきます。
　生産面においては、2008年5月に、子会社の（株）半田キャ
スティング（愛知県半田市）において主要部品であるカウンター
ウェイトの生産を開始しました。当社ではこれまでもネック工
程の解消などにより、主力の高浜工場（愛知県高浜市）の生産性
を向上させてきました。
　今後もフォークリフトの世界需要が高まる中、ネック工程や
ネック部品の解消を継続的に推進し、需要の増加に対応してい
きます。また、地域ごとの需要変動に対応するため、グローバ
ル最適生産・供給体制の構築にも取り組んでいきます。

北米市場
　2008年の北米市場は、引き続き厳しい状況が続くと予想され
ます。厳しい中においても、TMHNAは、事業体質の一層の強化

今後に向けて

を進め、お客様へのより良い商品やサービスの提供に努めてい
きます。
　TMHNAでは、「お客様にとって最も成功し尊敬される物流ソ
リューションプロバイダーとしての地位を維持する」というビ
ジョンのもと、いくつかの新たな取り組みを進めています。
　商品面では、2008年3月にダラスで開催された航空産業エキ
スポに出展したトヨタブランドの
ディーゼルエンジン式
トーイングトラク
ターを、インディ
アナ州コロンバスの
生産工場で2008年
度上期から生産を開
始しました。この商
品をアメリカで生産
することにより、
ディーゼルエンジン式トーイングトラクターをお客様により迅
速に納入できるようになります。
　さらに、TMHNAでは、2008年後半にAC駆動リーチタイプ
バッテリー式フォークリフトや22,000～ 35,000ポンド積エン
ジン式フォークリフトの発売も計画しています。新型リーチタ
イプバッテリー式フォークリフトは、2009年1月に開催される
北米最大の物流システム・機器の展示会「ProMat」に出展する予
定です。
　また、TMHNAでは、これからも環境への責務を果たすととも
に、アーバー・デイ財団への貢献を続けていきます。2008年度
もフォークリフトを1台売り上げるたびに木を1本植える活動を
続け、2009年初めまでに新たに30,000本の植樹を実現したい
と考えています。
　一方、レイモンドブランドでは、脈々と続く「革新と技術的

を対象にトレーニングプログラムを整備しています。お客様か
らの信頼と満足をいただけるよう、このトレーニングを通じて
それぞれの販売代理店が高いレベルの商品知識・物流知識を習
得しています。生産面では、中国の生産拠点である豊田工業（昆
山）有限公司のフォークリフト生産能力を2008年初めから、年
産5,000台に拡張しています。

トーイングトラクター（02-2TDU25）

豊田工業（昆山）有限公司
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リーダーシップ」の考え方をしっかり引き継ぎ、2008年、バッ
テリー式フォークリフトをさらに強化します。倉庫や配送セン
ター業務向けのフリート最適化システム「iWarehouseTM」の提供
を開始し、フォークリフトのデータをリアルタイムで収集解析
することにより、生産性を最大限に引き出し、コスト削減を可
能にします。倉庫業者はレイモンドのウェブポータルからこの
情報にアクセスすることよって、報告書の作成、フォークリフ
トやオペレーターの生産性比較評価、故障発生の前の時点での
フォークリフトの不具合検知、衝突リスクの軽減、投資・メン
テナンス費用の最適化などを実現することができます。
　ナローアイル用で業界をリードする、レイモンドの7000シ
リーズリーチタイプフォークリフト（Reach-Fork®）は集積レー
ザーオプションの導入によりさらなる差別化をはかります。こ
のオプションにより、高所で見にくい位置にある商品の保管・
検索を手際良く効率的に行うことが可能となり、生産性を一層
高めることができます。レイモンドブランドの新しいフォーク
リフトは、倉庫や配送センター業務における省人化や生産性の
向上を狙いとしています。
　このように、レイモンドブランドでは、米国経済に厳しさが
予想される中でも、躍進が期待される3PLなどの進化・成長し
ている市場に注目し、R&Dやマーケティングの取り組みを強化
していきます。また、水素燃料電池技術や他の環境に優しい代
替エネルギーの評価・検討を引き続き行うなど、環境保護活動に
も注力していきます。マーケットリーダーとしてテクノロジー
の最先端を走り続けるために、レイモンドブランドでは代替エ
ネルギーのサプライヤーとも良好な関係を育んでいきます。

欧州市場
　2008年は、東欧市場では引き続き好調が続くものの、欧州全
体では過去2～3年に比べて伸びが緩やかになるものと予想され
ます。
　こうした中、TMHEは、直営の販売会社・マーケティング会社
および独立資本のディストリビューター・ディーラーのネット
ワークを通して、「包括的提案型プロバイダー」としての機能を
最大限に発揮してまいります。
　トヨタブランドのカウンタータイプフォークリフトとBTブラ
ンドのウェアハウス機器による、包括的な商品ラインナップと
ソリューションでお客様のあらゆるニーズに応え、また万全な
サービスでお客様の満足度向上に努めます。
　2007年のトヨタToneroに続き、TMHEでは今後2年で欧州市
場での商品の7割を新型に切り替える計画です。まず、「CeMAT 

2008」国際ロジスティック展でBTブランドのLevioパワーパ
レットトラックやStaxio立席スタッカーを出展しました。両モ
デルとも操作性、安全性、耐久性に関する市場調査の結果を反
映した全く新しい商品です。欧州市場で販売台数が多いウォー
キータイプの機器で、ウォーキー作業向けに開発されました。
また、BT Reflexリーチタイプフォークリフトおよびトヨタブラ
ンドの48ボルトバッテリー式カウンタータイプフォークリフト
も展示しました。BTブランドの名を高めたこれまでの伝統を引
き継ぎ、新型のBT Refl exは従来以上の安全性、生産性、耐久性

を誇ります。トヨタ48ボルトバッテリー式フォークリフトには
3輪式と4輪式があり、高機能で生産性がさらに向上していま
す。バッテリー式カウンタータイプフォークリフトの分野にお
いて、今まで以上に高い競争力を得ることができると確信して
います。さらに、TMHEは I_Siteを立ち上げます。この情報シス
テムは、フォークリフトとその使用状況から直接得られたデー
タを元に、お客様の物流コストの低減、安全面の強化、フォー
クリフト活用の最適化に役立つ情報をお客様に提供できると考
えています。
　チェサブブランドでは、大型カウンタータイプバッテリー式
フォークリフトのECO-Pの発売を新たに開始します。この6～
8.5トン積フォークリフトは、コンパクトながら人間工学面や機
能面に優れ、信頼性の高いものとなっています。
　TMHEでは、今後もサービスの向上、付加価値のあるソリュー
ションの提案に努めていきます。

インターナショナル・中国市場
　2008年のインターナショナル市場は、引き続き高い伸びを示
すものと予想されます。こうした中TMHIでは、幅広い市場にお
いて商品ラインナップを拡充することにより、競争力を強化し
て、これまで以上に積極的な取り組みを展開する計画です。大
規模な展示会や代理店会議に合わせ、お客様のニーズを一層取
り込んだ、市場の力強い成長に応えることができる商品をタイ
ムリーに投入していきます。
　インドにおいては、産業車両の需要伸長に対応できる商品ラ
インナップとサービスの強化に努めます。ブラジルでは、引き
続き市場拡大に合わせたサポートの強化に重点的に取り組みま
す。過去数年間の好実績を元に、ブラジル市場における地位を
強固にしていきます。
　今後もTMHI全体として、お客様との良好な関係を強化し、お
客様へのサポートを向上させるべく最善のソリューションを提
案していきます。
　早くから参入した中国では、引き続き販売代理店網の拡充や
販売代理店の能力向上に焦点を当てていきます。お客様のお役
に立てるよう、中国での事業の強化に注力していきます。

産業車両
事業活動の概況
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レイモンドの燃料電池への取り組みが
高い評価を獲得
　2007年、レイモンドは燃料電池フォークリフト用の屋内
型水素補給センターを設置し、あらゆる安全認証をクリアし
ました。必要書類の提出やトレーニングも完了し、現在、燃
料電池フォークリフトが工場内で
稼働中です。この燃料電池に関す
る取り組みについては、「Industrial 

Util ity Vehicle」誌 や「Industrial 

Vehicle Technology International」
誌で特集記事が組まれました。
2007年12月には記者会見を開き、
ニューヨーク州エネルギー研究開
発局から請け負ったプロジェクト
の調査結果を発表しました。

Topics

「Make it Happen」
TMHEがトヨタToneroの発売を開始
　2007年5月、スペインのマルベラで行われたイベントで
エンジン式フォークリフト、トヨタToneroを発表しました。
「Make it Happen」と銘打たれた、このイベントにはTMHE

ネットワークから120人が出席、19ヶ国から60人のジャー
ナリストも集いました。「代理店向け公開」、「欧州記者向け
発表イベント」、「コーチをコーチするセミナー」といったプ
ログラムが組まれ、いかにToneroが安全性、生産性、耐久
性、快適性、環境といった5つの重点分野で業界をリードし
ているかについて紹介しました。また、特殊なニーズに合わ
せて、お客様自身で安全性、生産性、耐久性、快適性をさら
に向上させることができるTonero+Formulaも紹介されまし
た。Toneroへの反応は極めて良好で、新型フォークリフト
への強い関心はもとより、欧州ネットワーク統合後初めて行
われた新商品販売イベントにおいて、TMHEの様々な販売会
社のメンバーが顔合わせする機会を持てたことが歓迎され
ました。トヨタToneroはフランスのアンセニにあるTIESA

の工場で2007年9月より生産が開始されました。

産業車両の国内・海外営業部門を
高浜工場へ集約
　2008年1月、名古屋支社の国内・海外営業部門を、同事業
の開発・生産拠点を置く高浜工場（愛知県高浜市）へ移転しま
した。これにより、営業部門と開発・生産部門の連携を強化
することでお客様のニーズをしっかり捉え、全機能が一体と
なって、S（安全）E（環境）Q（品質）C（コスト）D（納期）
に取り組むことによって優れた商品を提供してまいります。

　同時に新設したショールームでは、お客様に商品の新機能
を体感していただくとともに、豊富な商品群による物流改善
の提案を行うなど、積極的な販売促進を展開していきます。

チェサブ工場
　イタリアのボローニャにあるチェサブの工場は、TMHG

が実施するトヨタ生産方式のプログラムを展開しています。
このチェサブの生産拠点における一層のトヨタ生産方式の
展開に備え、チェサブの中堅マネージャーは、日本の高浜工
場でのトレーニングを修了しました。
　新商品の生産準備がマネジメントチームにとって主要な課
題であり、挑戦でもあります。また、商品の共同開発も計画
どおりに進捗しています。物流分野においても見直しを行っ
ており、日本からの部品の輸出もその対象となっています。
　この見直しは、棚の商品の荷積みを遠隔操作によって最適
化するRDFシステムを使用した革新的なキットシステムや
順建てシステムによるもので、管理可能な部品点数を45％
以上増やすことができます。
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日本およびインターナショナル市場向け商品

物流システム

2AFBR15
無人フォークリフト

ラックソーター B
ユニット式バケット用
自動倉庫

SE08C

ラックソーター P
ユニット式パレット用
自動倉庫

SH15B

トラックマウント式高所作業車 自走式高所作業車

SB12A

GENEO（8FG25）
カウンタータイプエンジン式
フォークリフト

GENEO-B（7FB15）
バッテリー式フォークリフト

GENEO-E（7FBE15）
カウンター 3輪タイプ
バッテリー式フォークリフト

GENEO-R（7FBR15）
リーチタイプバッテリー式
フォークリフト

注：アイチコーポレーションはトヨタ マテリアル ハンドリング グループに統合されていませんが、産業車両事業の一翼を担っています。

APLB8
無人ローリフト

産業車両

詳しくはwww.aichi-corp.jpをご覧下さい。

トーイングトラクター
（2TD25）

4輪駆動ショベル
ジョブサン
（5SDK8）

タグカート
無人搬送車

パートナーラック
移動タイプ

詳しくはwww.toyota-lf.comをご覧下さい。

SP14CJ SV08CNL

産業車両
事業活動の概況
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北米市場向け商品

7FGCU55-BCS
カウンタータイプエンジン式
クッションタイヤフォークリフト
（ボックスカースペシャルモデル）

8FGCU25
カウンタータイプエンジン式
クッションタイヤフォークリフト

7FBEU20
カウンター 3輪タイプバッテリー式
フォークリフト

7FBCU25
カウンタータイプバッテリー式
クッションタイヤフォークリフト

7BPUE15
バッテリー式オーダーピッカー

7FGU70
カウンタータイプエンジン式
ニューマチックタイヤフォークリフト

Raymond Model 7400 
Reach-Fork Truck
リーチタイプフォークリフト

8FGU25
カウンタータイプエンジン式
ニューマチックタイヤフォークリフト

Raymond Model 8400 Pallet Truck
ローリフト

Raymond Model 4200 Stand-
Up Counterbalanced Truck
カウンター 3輪タイプ立席型フォークリフト

Raymond Swing-Reach 
Truck
ベリーナローアイル

Raymond Model 5600 
Orderpicker
オーダーピッカー

詳しくはwww.toyotaforklift.comをご覧下さい。

詳しくは www.raymondcorp.comをご覧ください。
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欧州市場向け商品

Toyota 7FG/D40
カウンタータイプエンジン式
フォークリフト（3.5～ 5トン）

Toyota 4CBT2
バッテリー式トーイングトラクター

Toyota 7FBMF25
カウンタータイプバッテリー式
フォークリフト（80V）

詳しくは www.toyota-forklifts.eu をご覧下さい。

Toyota Traigo
カウンター 3輪タイプバッテリー式
フォークリフト（24V）

New Toyota 48V
カウンター 3輪 /4輪タイプバッテリー式
フォークリフト（48V）
*2008年度発売予定

BT Pro Lifter
起動アシスト付ハンドパレット

BT Minimover
小型スタッカー

BT Levio
小型スタッカー
*2008年度発売予定

BT Opus
ローレベルオーダーピッカー

BT Staxio
スタッカー
*2008年度発売予定

BT Refl ex
座席型リーチタイプフォークリフト
*2008年度発売予定

BT Stratos
立席型スタッカー

BT Vector
ベリーナローアイル

Toyota Tonero
カウンタータイプエンジン式
フォークリフト（1.5～ 3.5トン）

詳しくは  www.toyota-forklifts.eu をご覧下さい。

産業車両
事業活動の概況
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　物流事業の当期の売上高は、前期を281億円（31%）上回る1,175億円となり、2002年

に物流事業に参入して以来、6年目での売上高1.000億円達成となりました。

　今後も、多くのお客様からの「トヨタ生産方式をはじめ、生産現場で培った改善ノウハ

ウを活かした物流を」というご要望にお応えしていきます。

生産現場で培ったノウハウにより、
高度で効率的な物流サービスを提供

物　流

事業活動の概況

お客様に最適な物流を提案
　豊田自動織機の物流事業は、「物流センター業務の企画・設計・

運営」と（株）アサヒセキュリティならびに（株）ワンビシアーカ

イブズの2社で展開する「高付加価値サービス」、そして大興運

輸（株）グループによる「自動車部品物流」の3つの柱で構成され

ています。

　「物流センター業務の企画・設計・運営」は、豊田自動織機の

AL事業部ならびに子会社のアドバンスト・ロジスティックス・

ソリューションズ（株）（ALSO）が主体となり、様々な企業に

対する物流企画の提案や物流センターの運営などを行っていま

す。単なる業務委託にとどまらず、自ら企画・提案した物流ソ

リューションを実践する中で、常にお客様の立場に立って新た

な問題点を見つけ出し、解決することによって物流全体の効率

化をはかっています。

　「高付加価値サービス」では、2005年3月に子会社化したア

サヒセキュリティが、小売業・サービス業等のニーズに対応し

た、売上金・つり銭の集配金、機械警備事業を展開しています。

2007年5月に完全子会社化したワンビシアーカイブズでは、官

公庁や企業の重要文書の保管・管理・機密抹消、災害に備えた業

務データのバックアップなど、リスクに備えた高度なサービス

を提供しています。

　「自動車部品物流」では、大興運輸グループが、多数の自動車

部品メーカーから運送を委託された部品を納入先別に集約し、

パレットに仕分けした上で自動車メーカーに「必要なものを、必

要な時に、必要なだけ」お届けしています。トヨタ自動車（株）

との協業により、自動車部品物流システム（中継地物流）を業界

に先駆けて完成させたパイオニアとして、近年のトヨタ車の生

産増加に合わせ、売上高を順調に伸ばしています。

　これらの3本柱により、当社はモノ・現金・情報の流れ、保管

を安心してお任せいただける物流サービス体制を構築していま

す。今後も物流の分野において、トヨタ生産方式の考え方に基

づき、徹底したムダを排除することにより、お客様の原価低減

ニーズに応えていきます。

ワンビシアーカイブズ、BPO棟を新設
　2008年 2月、ワンビシアーカイブズは、関東第3セン

ター（埼玉県）内に新たにBPO棟を建設しました。

　このBPO棟は、BPO（ビジネス・プロセス・アウトソー

シング）サービスのひとつである検索サービスの作業用

施設で、ご寄託いただいた大量の書類の整理分類、配架、

保管ならびに 1枚単位からの検索・配信サービスを行い

ます。個人情報保護法やJ-SOX法といった法的規制を

背景として企業の情報資産管理体制が厳しく問われる現

代社会のニーズに対応し、センター構内、建物内、保管

室内それぞれのアクセス制限による部外者の排除、書類

保管スペースと作業スペースの明確な区分などセキュリ

ティレベルを極めて高く維持しています 。

Topics
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過去最高の世界販売台数を記録
　豊田自動織機のコンプレッサー事業は、独自の技術力で常に

他社に先駆けた新商品を開発し、業界をリードしてきました。

自動車メーカーとの緊密な連携のもとに開発される当社のカー

エアコン用コンプレッサーは、高速信頼性、静粛性、小型・軽量、

省燃費などで世界トップレベルの品質・性能を達成しています。

代表的な商品として、車内外の温度やエンジンの状況により冷

却能力を適正に自動制御する可変容量型コンプレッサーや、小

型・軽量化を追求した10気筒斜板式固定容量型コンプレッサー

があり、ともに国内外の主要自動車メーカーに幅広く採用され、

世界シェアNo.1を堅持し続けています。

　2007年度のカーエアコン用コンプレッサー世界販売台数は、

過去最高の2,186万台となりました。お客様のニーズを先取りし

た商品開発、積極的な拡販活動を展開した結果、欧州・米国を中

心に販売台数を伸ばし、前年度に比べ140万台増加しました。

自動車の技術革新への的確な対応
　自動車関連技術の進展に伴い、カーエアコン用コンプレッ

サーに対するニーズも高度化・多様化しています。従来のエン

ジン車用のタイプでは、原油高や世界的な環境意識の高まりに

伴い、これまで以上に省燃費が求められています。当社は、世

界で初めて開発した外部可変容量型コンプレッサーの性能をさ

らに向上させ、圧倒的な商品力で他社との差別化を実現してい

ます。

　一方、ハイブリッド車用の分野では、当社エレクトロニクス

事業部との協業のもとで開発した電動コンプレッサーが、世界

の代表的なハイブリッド車であるプリウスをはじめとしたトヨ

タハイブリッド車のラインナップに搭載されています。

　また、2011年以降に順次実施される欧州での代替フロンの

使用規制をにらみ、代替フロンに代わる物質を冷媒とするコン

プレッサーの開発を、様々な選択肢を視野に入れて進めていま

す。

　このように、自動車メーカーや社内の他事業部との連携を含

めた当社の総合力と技術優位性を最大限に活かしてニーズの多

様化へ的確に対応し、新技術の分野でも強力に開発を推し進め

て世界をリードし続けていきます。

高品質・高効率な生産体制
　豊田自動織機は、世界のお客様のニーズに応えるため、商品

開発に加え生産でも体制の一層の強化に取り組んでいます。

　国内外の工場のマザー工場である日本・愛知県の刈谷・大府・

東浦の3工場で、金型－ダイカスト－加工－組立まで、一貫し

た生産体制を敷いています。また、各拠点では、社内で自主開
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　豊田自動織機のカーエアコン用コンプレッサーは、確かな技術と高い品質によって圧

倒的な商品優位性を誇っており、世界No.1のシェアがそれを証明しています。今後も世

界のマーケットをリードし続けるために、決して妥協することなく技術を磨き、お客様

の高度化するニーズに応えていきます。

世界シェアNo.1が品質の証

カーエアコン用コンプレッサー

事業活動の概況
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発・製作した設備やロボットを活用し、さらに高品質で効率的

な生産を行っています。

　現在、日本、アメリカ、ドイツ、中国に生産拠点を構えてお

り、増加する自動車メーカーからの注文に対応すべく、グロー

バルでの生産能力の増強や、品質・コスト・納期の一層の強化に

取り組んでいます。

固定容量型

可変容量型 ハイブリッド車用

10S17コンプレッサー
（斜板式）

7SBU16コンプレッサー
（斜板式）

7SEU17コンプレッサー
（斜板式クラッチレス外部可変容量型）

SV07コンプレッサー
（ベーン式）

SCS06コンプレッサー
（スクロール式）

ES34電動コンプレッサー
（密閉型スクロール式）

ES27電動コンプレッサー
（密閉型スクロール式）

豊田自動織機では、アジア、米国および欧州の世界3極で、直接投資によるカーエアコン用コンプレッサーの生産を行うだけでなく、アジアや南米などでライセンス生産
を行っています。市場に近いところで生産を行うことで、市場ニーズを的確に反映できるだけでなく、物流費の低減や為替変動によるリスクを抑えることが可能になり
ます。

コンプレッサーのグローバル生産拠点

ライセンス生産
連結子会社

豊田自動織機

DNBR

TACK

YSD

DNIA

SUBROS

MACI

ACTIS

TACG
DNTS

TDDK

電動コンプレッサーのシリーズ化（ES34）
　プリウスを始めとするトヨタハイブリッド車のライン

ナップに搭載されている当社の電動コンプレッサーは、

その高い品質が評価され、LEXUSブランドの頂点となる

ハイブリッドセダンLS600h / LS600hLにも採用されて

います。

Topics
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　豊田自動織機は、車両、エンジン、カーエレクトロニクスや

プレス金型などの開発・生産を行っています。車両組み立て事

業ではコンパクト・ミディアムカーの生産を担当し、また、開

発にも積極的に参画しています。エンジン事業ではディーゼル

とガソリンの両タイプのエンジンを生産し、そのうちディーゼ

ルエンジンでは、トヨタ自動車（株）と共同でクリーンディーゼ

ルエンジンの開発を行うなど、環境対策にも積極的に取り組ん

でいます。

　また、カーエレクトロニクスでは、成長が著しいハイブリッ

ド車用を中心とした電子部品・機器の開発・生産への取り組みを

強化しています。

　当社の自動車関連事業では、これまで、それぞれの事業部が

個別に事業を展開してきましたが、自動車関連事業の力を結集

し、一層のシナジーを創出するため、2007年1月に、自動車事

業本部を設置しました。今後、各事業を統括して連携を深め、

総合力を発揮することにより、魅力あるトヨタ車の開発・生産

に貢献していきます。

自動車事業本部

エンジン事業部 エレクトロニクス事業部自動車事業部

工機事業室

　豊田自動織機の自動車事業は、車両組み立てやエンジン、自動車部品、プレス金型な

ど幅広く担当し、トヨタグループの一員としてトヨタ自動車のグローバル展開に貢献し

ています。

　各事業とも、トヨタ生産方式に基づき効率的かつ業界トップクラスの品質レベルで生

産を行っており、今後もクルマの進化を支えていきます。

自動車事業のさらなるシナジーをめざして

自動車

事業活動の概況
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マークＸジオの生産を開始
全体で年間過去最高の36万8千台を生産
　豊田自動織機は、従来からコンパクトカー専門のボディメー
カーとしてトヨタ車の受託生産や開発の一部を担当してきまし
た。2005年にモデルチェンジした2代目ヴィッツ（海外ではヤ
リス）は、グローバルモデルとして最先端の安全・環境技術を採
用するなど、完成度の高いコンパクトカーとして高い評価を得
ています。ヴィッツ（ヤリス）同様にグローバルモデルと位置付
けられているRAV4は、2005年にモデルチェンジし、広い室内
空間、高い走行性能、クラス世界トップレベルの環境･安全性能
などによりお客様から高い評価を得ています。
　豊田自動織機の車両事業は、トヨタグループボディメーカー
でもトップクラスのQCDを誇っており、2007年度もこれらが
高く評価されて、前年度に引き続きトヨタ自動車より品質管理
優秀賞を受賞しました。当社の車両工場では、トヨタ生産方式
のもと、生産工程から徹底してムダを排除することにより、極
めて効率性の高い生産を行っています。また、短期間での生産
立ち上げ能力に優れており、フレキシブルな生産体制も強みの
一つです。
　こうして培った当社のQCDにおける高い信頼を背景に、2007

年9月からは、新たにミディアムクラスかつ高級車であるマー
クXジオも担当し、生産を開始しています。このマークＸジオ
は、アッパーボディの開発も当社が担当し、車両工場一体となっ
て効率良く量産体制を整えた取り組みが、トヨタ自動車から高

く評価されています。
　当社車両工場は、ミディア
ムクラス高級車マークXジオ
の生産対応を通じて、塗装を
はじめとした品質は従来に比
べ一層向上し、サイズの面で
もミディアムサイズのほとん
どの車種が生産可能になりま
した。
　2007年度は、これら3車
種合計で過去最高の36万8

千台を生産しました。
　今後も、トヨタ自動車がグローバルでの一層の成長をめざす
中で、当社もQCDのさらなる向上に努め、これまで以上に開発・
生産両面での貢献度を高めていきます。
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RAV4ヴィッツ

車　両

マークＸジオ

　豊田自動織機では、トヨタ自動車から生産委託を受けてコン
パクトカーおよびミディアムカーの生産を担当し、現在は国内・
海外向けヴィッツ（海外ではヤリス）と海外向けRAV4、国内専
用車マークXジオの生産を行っています。
　さらに、トヨタ自動車の新車開発にも参画し、役割を拡大さ
せてきました。

車　両　　QCDでボディメーカーをリード

トヨタ自動車より品質管理優秀賞を受賞
　2008年2月、車体部門と設備部門（プレス金型）が、
トヨタ自動車の品質管理優秀賞を受賞しました。この10

年間で車体部門では7回目、設備部門では8回目の受賞
となりました。

Topics
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　豊田自動織機はディーゼルエンジンおよびガソリンエンジン
を生産しています。特にディーゼルエンジンは、今後の市場拡
大をにらんで、トヨタ自動車と共同で新型クリーンディーゼル
エンジンの開発に取り組み、生産まで一貫して担当しています。
その他、当社のフォークリフトなどに搭載する産業用エンジン
の開発・生産も行っています。

トヨタランドクルーザー用新型V8ディーゼル
エンジンを生産開始
　現在、ガソリンエンジンに比べてCO2排出量が少ないクリー
ンディーゼルエンジンへの注目が高まっています。欧州では既
に新車販売の約半分がディーゼル車となっており、また、北米
でもエネルギー価格の高騰を背景に、今後ディーゼルエンジン
車の拡大が予想されています。
　このような状況の中、当社は2.2L AD型ディーゼルエンジン
をトヨタ自動車と共同で開発し、2005年3月に生産を開始しま
した。このエンジンは、現在、欧州向けRAV4、レクサス ISなど
に搭載されています。
　さらに、トヨタ新型ランドクルーザー搭載用の4.5L V型8気
筒であるVD型ディーゼルエンジンの開発を行い、2007年8月
に生産を開始しました。このVD型ディーゼルエンジンは、開発
のリーダーを当社の技術者が務めるなど、当社主体で開発を行
いました。このエンジンを搭載する新型ランドクルーザーの開
発テーマは「King of 4WD」であり、エンジンもこれにふさわし
いものでなければなりませんでした。このテーマに応えるべく、
「こだわりのオーナーを唸らせるディーゼルエンジンを世界へ」
をコンセプトに、排ガスのクリーン化をはじめ、動力性能、燃
費、静粛性、信頼性など、すべての領域でトップレベルのディー
ゼルエンジンをめざし、その目標を達成することができました。
この成果が認められ、トヨタ自動車から技術開発賞が贈られま
した。
　2007年度は、このVD型ディーゼルエンジンや IMV（世界戦略
車）シリーズ用KD型ディーゼルエンジンが好調で、過去最高の
51万台（外部お客様向けの販売台数）の販売を達成しました。

トヨタグループにおけるディーゼルエンジンの
トップメーカーへ
　豊田自動織機はこれまでにも、実験棟の拡充や開発人員増強
などエンジン開発体制の強化をはかってきました。今後も世界
のクリーンディーゼルエンジン市場の成長を的確に見据え、次
世代クリーンディーゼルエンジンの開発やタイムリーな能力増
強を行い、トヨタグループにおけるディーゼルエンジンのトッ
プメーカーをめざしていきます。
　当社ではディーゼルエンジン以外に、ガソリンエンジンの生

産も行っています。当社のガソリンエンジンの生産ラインは、
機種や量の変動に迅速に対応するため、無人搬送車などを活用
したフレキシブルな体制で
生産を行っています。また、
新商品を短期間かつ低コス
トで立ち上げるなど生産準
備の能力は高く評価されて
います。
 さらに、フォークリフト
用のエンジンの開発・生産も
行っており、当社フォーク
リフトの競争力強化に貢献
しています。
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エンジン

2AD型ディーゼルエンジン
（排気量 2.2ℓ、RAV4、レクサス IS搭載）

2KD型ディーゼルエンジン
（排気量 2.5ℓ、ハイラックス
ヴィーゴ搭載）

VD型ディーゼルエンジン
（排気量 4.5ℓ、ランドクルーザー搭載）

エンジン　　クリーンディーゼルエンジンを核に事業規模を一層拡大

2AZ-FE型ガソリンエンジン
（排気量 2.4ℓ、エスティマ搭載）

自動車
事業活動の概況

トヨタ自動車より技術開発賞を受賞
　当社は、2007年度、新型ランドクルーザー搭載用の
VD型ディーゼルエンジンの開発で、トヨタ自動車から
技術開発賞を受賞しました。排ガスのクリーン化や動力
などの性能、ランドクルーザー用エンジンとしてのタフ
ネスさが高く評価され、今回の受賞となりました。

Topics
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カーエレクトロニクス

　豊田自動織機は、これまで培ったパワーエレクトロニクスの
回路技術、電気駆動システム開発力を活用し、ハイブリッド
車用など自動車関連の電子部品・機器の開発・生産を行ってい
ます。

レクサスLS600h用DC-DCコンバーターを新開発
　当社は、バッテリーフォークリフトで培ったパワーエレクト
ロニクス技術をもとに、各事業の電子部品を内製化して技術を
蓄積する一方、ハイブリッド車用のDC-DCコンバーターや車載
用ACインバーターの開発・生産を進めてきました。DC-DCコ
ンバーターは初代のトヨタプリウスに採用された後、ハリアー
ハイブリッド、カムリハイブリッドにも搭載され、2007年には
レクサスLS600h用までシリーズを拡大させてきました。この他
に、車の直流電源を交流へ変換することにより車内で家電製品
が使用できるACインバーターの開発・生産も行っています。
　品質向上・コスト低減の継続的な活動はもちろん、ハイブリッ
ド車市場の拡大をにらんで、新工場による量産体制の拡充も進
めています。

ハイブリッド車のさらなる進展を見据えた
取り組み
　今後、開発体制をさらに充実させ、自動車関連の他の事業と
連携を一層深めながら、次世代の自動車ニーズを先取りした新
商品の開発・提案を積極的に行っていきます。特に商品力を差
別化するうえで重要となるサイズ・重量・コストの低減技術の確
立や、今後の商品化に大きな期待がかけられているプラグイン
ハイブリッド車用機器の開発にもさらに力を注いでいきます。
自動車向け商品は、これまでのコンバーターなどの補機に加え、
今後、基幹部品の商品開発も強化していきます。
　また、社内各事業部とも連携し、バッテリーフォークリフト
の走行・荷役コントローラを始めとする、産業車両や繊維機械
など当社商品の重要機能部品を供給し、競争力のある商品づく
りに貢献していきます。

カーエレクトロニクス　　進化するハイブリッド車を支える電源機器

プリウス搭載
DC-DCコンバーター

タコマ搭載
ACインバーター（400w）

ハリアーハイブリッド（RX400h）
搭載 EPS用 DC-DCコンバーター

LS460搭載 EPS用
DC-DCコンバーター

トヨタ自動車より技術開発賞を受賞
　2007年度、エレクトロニクス事業部では、レクサス
LS600h用DC-DCコンバーターの開発において、トヨタ
自動車から技術開発賞を受賞しました。
　省エネニーズが一層高まる中で、ハイブリッド車用の
基幹部品の開発を通して車の省燃費等環境負荷低減に貢
献していきます。

Topics

ハイブリッド車用バッテリーの高電
圧をライト、ワイパー、ホーンなど
の補機用の低電圧へ変換する商品。

ハイブリッド車用バッテリーの高電圧
を電動パワーステアリング用の低電圧
に変換する商品。

車室内で様々な電気製品を使用するた
めに、自動車用補機バッテリーの直流
電源を交流電源へ変換する商品。

カムリハイブリッド搭載
DC-DCコンバーター

LS600h搭載 EPS用
DC-DCコンバーター
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織機
　織機事業では、よこ糸を空気の力で運ぶエアジェット織機など
を開発・生産・販売しています。当社の繊維機械は高速性、信頼
性に優れ、また、インターネットを介したモニタリング機能や遠
隔設定機能を備えており、その機能性も世界的に高い評価を受
けています。
　主力のエアジェット織機は、近年の中国向けの増加により、高
水準の販売が続いており、2007年度も前年度に引き続き、販売
台数1万台超えを達成しました。この結果、世界シェアNo.1を確
保。1997年以来、10年間にわたりトップシェアを堅持しています。

織　機

JAT710エアジェット織機

紡　機

FL200 高速粗紡機RX240シリーズ
高速リング精紡機

　トヨタグループの歴史は、豊田佐吉による自動織機の発明から始まりました。

　創業以来、先進技術の追求とたゆまぬ創意で革新的な繊維機械を次々と生み出し、国

内外の繊維産業の発展に大きく貢献してきました。2007年度も前年度に引き続き、1万

台を超えるエアジェット織機を販売しました。

エアジェット織機を核にグローバルNo.1を確保

繊維機械

事業活動の概況

　今後も、省エネによる環境負荷低減や高速化による生産性の
一層の向上などを目的とした技術開発に注力するとともに、グ
ローバルな販売・サービス体制を強化して、世界中のお客様の
ご期待に応えていきます。

紡機
　紡機事業では、高速リング精紡機、粗紡機など、高品質な紡
出性能と生産性を両立させた商品を幅広くラインナップして、
お客様の多様なニーズに応えています。
　海外では、子会社のキルロスカ トヨダ テキスタイル マシナ
リー（株）（KTTM）が、インドで現地市場向けにリング精紡機
の生産を行っており、グローバルな商品供給体制を実現してい
ます。

エアジェット織機
累計生産台数10万台を達成
　豊田自動織機は、2008年2月、エアジェット織機の累
計生産台数10万台を達成しました。1980年5月に初代
モデルJA型第1号機を生産してから27年9ヶ月での達
成です。
　エアジェット織機7代目となる現行モデルのJAT710

型は、高速性、省エネ、低振動といった優れた基本性能
により、中国をはじめ世界中で高く評価されています。
また、技術改良を重ねた結果、従来のエアジェット織機
では織ることが難しかった、自動車用エアバッグや、電
子基板に利用されるガラス繊維など、様々な繊維にも対
応できるようになり、より幅広いニーズに応えられる織
機に進化しています。

Topics




